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“自治力” を育てる一年に 

 

みなさん、おはようございます。   

今日から、令和８年度の学校生活が始まります。新しい学年、仲間、先生方とともに、今から

歩みを進めていきます。春休みの間も、無事に過ごし、健康でここに集まってくれた皆さんを見

て、ほっとしています。 

さて、皆さんには今年度、特に意識してほしい言葉があります。  それは 「自治力」 です。 

令和７年度末には、臨時生徒総会を開催し、生徒会規約改正をしましたが、生徒会活動は、そ

の自治力を活かした取組の象徴とも言えます。自治力とは、「自分で状況をつかみ」、「自分で判

断し」、「 仲間と協力しながら、よりよい方向へ行動していく力」 のことだと私は考えます。 

中学生は、誰かに言われたから動く段階から一歩進み、「自分たちの手でつくる」という姿勢

が求められます。そのためには、まず自分で考え、「今、何が起きているのか」、「自分はどう動

くか」を実践する姿勢が欠かせません。他人に頼る前に、自分で一度動いてみる。その一歩が、

皆さんを確実に成長させます。 

自治力は、特別な場面だけで発揮するものではありません。「教室の空気を自分たちで整える」、

「授業での話し合いを、自分たちで深めていく」、  「部活動で、練習の質を上げるために自分か

ら工夫してみる 」、「 困っている友達に気づき、自分から声をかける」 ・・・こうした一つひと

つが、自治力の表れです。自治力は、日常の“判断”と“行動”の積み重ねで育つと思います。 

誰かに指示されて動くのではなく、「こうした方がいい」と自分で気づき、自分から動く。そ

して仲間と力を合わせ、よりよい形にしていく。この流れを、今年度は特に大切にしてください。

自分で考えて動く経験を重ねるほど、皆さんは確実に、たくましく、精神的に強くなります。 

その強さは、周りの人を支え、集団を前へ進める力になります。 

貫井中学校は、皆さん一人ひとりの行動で形づくられています。今年度は、行事だけでなく、

授業でも、そして日常生活の小さな場面でも、「自分たちの手でつくる」という視点を大切にし

ていきましょう。「どうすればもっと良くなるか」、「自分たちでできることは何か」を考え、提

案し動いていく。 その行動が、皆さんを大きく成長させていきます。 

一方で、自分で考え、自分で動き、仲間とともに前へ進む力は、貫井中学校を卒業した先の、

高校でも、大学でも、社会に出てからも、必ず皆さんを支えてくれます。 

今日から始まる１年間、皆さんにはぜひ、「自分で考え、自分で動き、状況を切り開いていく」

という誇りを持って過ごしてほしいと思います。前へ歩むことは、勇気が必要、時には失敗もあ

るかもしれません。でも、大丈夫。あなた方の後ろには、いつも、貫井中学校の先生方がいます

から、安心して、前に進んでください。 

皆さんの確かな成長に期待しています。 

今年度も、いつも近くにいる仲間と、先輩・後輩と、先生方・職員の皆さんとともによい１年

をつくっていく時間にしましょう。改めてよろしくお願いいたします。 


